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令和７年度第４回東大和市社会教育委員会議要録 

 

     

１ 会議日時 

令和７年７月１５日（火）午前１０時から１２時００分まで 

 

２ 会議場所 

中央公民館視聴覚室 

 

３ 出席者 

（１） 社会教育委員（７名） 

池田議長、外池副議長、橋本委員、杉本委員、才郷委員、森脇委員、半田委員 

（２） 事務局（３名） 

廣瀬生涯学習課長、神山生涯学習課文化生涯学習担当係長、荻沢生涯学習課主事 

 

４ 欠席者（２名） 

  大島委員、藤井委員 

 

５ 会議の公開・非公開 

  公開 

 

６ 傍聴者 

  ０名 

 

７ 議題  

（１）研究テーマの検討 

（２）その他 

 

８ 会議資料 

委員から提出があった原稿 

 

９  議事内容 

（１）研究テーマの検討 

①日本語教育と防災対策（外国人支援）   

・日本語学習会を視察した報告。マンツーマン指導で質の高い学習環境が提供されてい

る。外国人住民に対する防災情報共有の欠如と課題が議論された。ポスターやパンフレ

ットの多言語対応の必要性、近隣自治体との比較、大震災時の文化の違いによる問題の

共有が提起された。 

・提言の方向性：「外国人コミュニティとの交流促進」、「外国人防災リーダーの養成」、

「多言語防災資料の作成」。 
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②障害者支援と防災対応   

・障がい児・者支援について議論。災害時要支援者リストの更新や周知方法について問題

視され、自治会や民生委員との連携不足も課題として挙げられた。ヘルプカードの活用

例や地域支援の方向性が議論された。 

・提言の方向性：「支援体制の強化」、「地域支援のデータ収集・共有」。 

 

③高齢者の一人暮らし問題   

・高齢者の孤立への対策、詐欺被害の増加、ミニ連絡網や地域の見守り活動が議論された。 

・提言の方向性：「コミュニティによる高齢者支援」、「結束による犯罪・火災防止」。 

 

④地域と学校教育の連携   

・これからの教育は、地域全体で子どもを育てる視点が重要である。地域や人との繋がり

を学びの基盤とした教育の意義について議論された。 

・提言の方向性：「地域全体で子どもを育てる仕組み」、「学びの再定義」。 

 

⑤ペットの防災問題   

・災害時におけるペットの対応（飼い主の責任）について研究の方向性が示された。 

 

（２）その他 

次回会議は令和７年９月１６日（火）午前１０時からで、場所は中央公民館３０１学習

室である。 

 

以上 


